
令和２年度桐原学区協働まちづくり協議会の活動 

 

◆安全・安心のまちづくり事業 

消防桐原分団 

1. 防災リーダー講習会 

  コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止 

2. 初期消火指導及び訓練 

  各自治会からの要請に応じて出動 《コロナウイルス感染防止の

観点から受付せず》 

  コミュニティセンターの訓練のみ最小人数にて出動 1 回 4 名 

  サプライズ花火警備 幹部スタッフのみ出動・消防車にて待機 

交通安全協会桐原支部 

1. 通学路交通安全啓発活動《毎月 1・15 日街頭立哨》 4・5 月は活動無し 

2. 全国交通安全週間運動参加《秋のみ》 

3. 桐原小学校南側道路交差点パトライト設置・点灯式参加  6 名参加 

3. 七夕飾り展示【交通安全願い事】 コミセンロビーにて 

4. サプライズ花火警備《交通規制の為》  

  8 月８日午後 8時  8 名参加 

5. 桐原東・桐原小学校のスポーツ大会警備  8 名参加  

  幼稚園ミニ運動会警備  6 名参加 

 

◆健康福祉のまちづくり事業 

 

スポーツ振興協会 

1. ボーリング大会 《ＡＣＴエースレーン近江八幡》 

９ 月 １３ 日 (日)  １０：００～１２：００ 

参加者 ２９ 名 

コロナウイルス感染予防のため十分な対策をとって実施 １レーンに２～３名 

 

 

 

 

 

 

2. ふれあいジョギング  

  １０月１８日～１２月１３日 連続 9回 

自宅からコミュニティセンターまで徒歩あるいは、ジョギングで来てもらう 

本年度参加者 ８６名 

大人 ６３ 名  小人 ２３ 名  ５回以上参加の方には、記念品と合格証 

 

 



3. 小学生マラソン大会 《桐原小学校周辺》 

  １２月１３日 (日) 

 ・ 低学年 2.2 Km  

   １～３年生  １９名参加 

・ 高学年 3.1 Km 

  ４～６年生  ３３名参加 

マラソン終了後民生児童委員の皆さんが、参加した子供達と付き添い

の保護者の方に善哉をふるまってくださいました。 

 

 

 

 

 

 

4. チャリティーゴルフコンペ 《大甲賀カントリークラブ》 

  １月１７日 (日) 

  参加人数 ２６名 

 ・プレー中のペナルティー          

  で集まったチャリティー 

  基金は、近江八幡市へ 

  コロナウイルスの感染 

  対策に役立ててもらう 

  様に寄付をした。 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトボール大会・ビーチボール大会・グラウンドゴルフ大会《町別対抗》 

探訪ウオーク・ニュースポーツ体験・桐原学区市民運動会・研修会は、コロナウイルス感染

拡大防止の観点から残念ながら中止とした。 

 

社会福祉協議会 

 

・地域支え合いふれあい見守り活動 

 コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止にな

った 

福祉のつどいの代替案として 75 才以上の高齢者

宅へアルコール除菌スプレーを民生委員の方々を通じて配布をして頂き、

ふれあい見守り活動をして頂きました。 

 

・ふれあいサロン実施実積 

31 自治会の中で 22 自治会が実施をされました。 

実施回数最低 4回・最高 267 回の開催をして頂いた自治会もありました。 

 

・給食サービス《ふれあい弁当》の実施 



 4 月実施は、1回のみで、5・6月はコロナ感染拡大防止のため休み。 

 7～9 月は食中毒予防のため休み 

 10～3 月は毎月 2回のペースで実施 

 令和 2年度は、全部で 686 食を提供、前年度より 229 食の減となり

ました。 

 赤十字奉仕団・更生保護女性会・健康推進協議会・あさぎり会が調

理を担当して頂きました。 

 

・募金活動への協力 

 赤い羽根・歳末助け合いその他 

 

・千羽鶴を桐原保育園より受け取り長崎市役所に届けた。 

 毎年、平和祈念式典にて受け取っていたが 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から 

式典が中止となってしまったので代表が 

園にて贈呈を受けた。 

 

・子ども食堂《きりっ子食堂》 

 本来なら桐原小・桐原東小学校両校で実施していたが 

コロナウイルス感染拡大防止の観点からパック詰めの 

お弁当に変えて無料提供し合計 8回実施をした。 

・金曜茶屋・平和祈念式典・福祉のつどいは 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止 

 

民生委員児童委員協議会 

・まちづくり協議会事業への積極的な参加 

・給食サービス《ふれあい弁当配食・見守り活動》 

・挨拶運動・心配事相談・青色パトロール活動参加 

 

健康推進協議会 

・給食サービス調理に従事 3 回 

 コロナウイルス感染拡大防止の観点から年度内事業は

すべて中止となった。 

 

赤十字奉仕団 

・高齢者へ配付するマスク作り(学区内配布) 

・桐原小学校外周フェンス周りの草刈り作業 

・ふれあい弁当調理従事 

 

ボランティアあさぎり会 

・給食サービス調理従事 

・子ども食堂調理応援 

・青色防犯パトロール巡回 

・コミセン調理室清掃 

・学校ボランティア(桐原小・桐原東小の下駄箱清掃活動) 

 

更生保護女性会 

・まちづくり事業には、社会福祉協議会の応援を主として活動をしている。 



・給食サービスの調理従事 

 

老人クラブ連合会 

・サンタクロースの衣装で桐原幼稚園・保育園 

 に訪問プレゼントを渡す。 

・その他の活動はコロナウイルス感染拡大防止

の観点から中止とした。 

 

◆環境のまちづくり事業 

 

環境推進協議会 

・一年を通して日野川・白鳥川周辺でゴミの不法投棄監視パトロール実施 

 不法投棄 6件発見 環境課に処理依頼 

・緑のカーテン・ゴーヤ苗配付 

・自治連合会と合同で白鳥川・日野川河川敷でゴミ拾いを実施 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から研修会は中止となった。 

 

 

 

 

 

 

◆次世代を育むまちづくり事業 

 

人材育成部会 

・部会としての在り方を検討 今年度内に名称変更と事業内容を

見直す作業に入った 

 

青少年育成学区民会議 

・挨拶運動 2 学期初日と 3学期初日に実施 

 桐原小学校・桐原東小学校・八幡西中学校・桐原幼稚園 

 協賛団体 民生委員児童委員会・少年補導委員会 

・花いっぱい運動 

 八幡西中 2 年生が育てたミニひまわりを受け取り学区内の

小学校・幼稚園等に届けた。 

 残念ながらコロナウイルス感染拡大防止の影響で学校再開

が遅れ準備等すべてが遅れ例年のような花が咲かなかった。 

・夏休み夜間パトロール実施 

 今年は、青少年の理事で青色防犯パトロール車を使用して実施 

・桐原小学校防災教室支援  

3 年生対象段ボール間仕切り設営と間仕切りテント設営の体験と非常食

を配付 

・青少年育成市民大会出席 

 

 

 



子供体験活動 

・ヨシ灯り作り 

 20 人参加 大人 6名 子ども 9名  

スタッフ 5名 

子育て支援事業・親子プレイステーション 

 事 業 内 容 子 ど

も 

大人 サ ポ ー タ

ー 

4・5 月 コロナ感染防止のため

休み 

   

6 月 コロナの影響で参加無

し 

0 0 4 回で 15

人 

7/7 七夕飾りづくり 6 ４ 4 

7/14 水遊び 1 １ 4 

7/21 水遊び 8 6 6 

7/28 水遊び 2 1 6 

8/4 水遊び 4 3 1 

8/11 水遊び 0 0 3 

8/18 水遊び 3 2 5 

8/25 エプロンシアターを見

よう 

5 4 4 

 

 

 

9/1 自由あそび 8 5 3 

9/8 プレゼントづくり 10 7 ５ 

9/29 おやつづくり 11 8 5 

10/13 運動遊び&カレーを食べ

よう 

12 10 6 

10/20 自由あそび 4 3 4 

10/27 体操あそび 5 5 5 

11/10 おもちゃづくり 7 5 5 

11/17 プレゼントづくり 12 10 4 

12/1 自由あそび 3 2 5 

12/8 クリスマスグッヅづく

り 

11 9 6 

12/15 クリスマスお楽しみ会 15 12 6 

12/22 自由あそび 5 5 4 

1/12 自由あそび 3 2 2 

1/19 正月あそび 4 3 3 

1/26 手品を見よう 9 6 6 

2/2 お面づくり 9 6 4 

2/9 自由あそび 3 2 4 

2/16 お雛様づくり 14 12 6 

3/2 自由あそび 3 23 4 

3/9 人形劇を見よう 7 7 7 

3/16 自由あそび 6 4 5 

3/23 お別れ会(閉講式) 10 8 7 



◆ふるさと文化育成事業 

 

第４２回桐原学区民文化祭 

・コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となった 

 役員会にて開催の検討を重ね展示だけでも出来ないか検討したが意見がまとまらず止む無

く中止となった。 

 

生涯学習事 

・月１回ペースでの講座や教室もコロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となったが 

12 月のクリスマスのリース作りだけは、何とか開催し 9名の参加が有った。 

・第８回桐原ふれあい会【コミセン利用サークル団体】 

 コミセン利用団体の活動発表とサークルへの入会促進のために開催をしているが昨年に 

続きコロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となった。 

 

◆人権のまちづくり事業人権尊重のまちづくり推進協議会 

 

人権尊重のまちづくり推進協議会 

 

・地域別まちづくり懇談会 

多くの自治会がコロナウイルス感染拡大防止の観点から中止としたが 15 自治会は、感染対

策を取りながら開催して頂いた。 

・住みよいまちづくり推進講座 

 コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となった。 

・コロナ差別防止啓発のぼり旗制作 

 コロナ差別の現状を鑑みて何か出来ないかを考え 

コロナ差別防止啓発のぼり旗を制作して各自治会に 

配ることを決定し役員で標語を考え制作をした。 

・のぼり旗を利用して近江八幡駅での街頭啓発に 

 参加をした。 

 

◆コミュニティ活動推進事業 総務広報部会 

 

省エネ・脱 CO2 令和 2年度の取組 

・生ゴミ堆肥化講習 段ボールコンポストでの取り組み 

 コロナウイルス感染症の影響で実施時期が 2 カ月遅れ

となり 7月 18 日～８月８日迄の毎週土曜日に午前・午後 

2 回の講習会を開催し地球温暖化防止に生ごみリサイク

ルが如何に重要な役割を果たすかを講習にて学んで頂き 

その後で、コンポスト作りを実践して頂いた。 

 出来上がった堆肥 1 箱で新米 2Kg・2 箱で 5kg と交換を

行い集まった堆肥を使い次年度より実験田にて 3 年間米作

りに利用をして土壌分析や米の品質検査を立命館大学や

NPO 法人と協働で行い将来桐原学区の農業特産物作りに役立てればと考えてい

る。 

 参加人数 92 名 



・シンポジウム開催《桐原まち協・滋賀県地球温暖化防止活動センター

共同開催》 

 8 月に行った住民アンケートをもとに特に

関心の高かった防災関連・水害に関することに

的を絞り、滋賀県立大学の平岡 俊一氏と山田 

歩氏 滋賀県流域治水政策室の鍜冶 塩太氏

を招いて『水害』にどのように向き合うか？ 

温暖化を『防ぎ』『備える』桐原スタイルのタ

イトルでシンポジウムを開催 

11 月 28 日 (土) 9:30～11:30  45 名参加 

 

・省エネ・脱 CO2 推進啓発のぼり旗制作 

 八幡西中学生・八幡高等学校の生徒さんにデザイン

を募集 

 まち協役員で選考して 2点を選び制作して 31 自治会に配布 

 

・青色防犯パトロール開始 

 各種団体からパトロールの年間予定を出してもらい 

 月平均で 4～5回のパトロールを実施してきた。 

 

・8 月 8 日サプライズ花火打ち上げ 

 コロナウイルス感染拡大防止の観点から、桐原まち協の 3大事業が 

 中止となり役員会に代替事業の提案として事務局から 

 学区民・医療従事者の方々にエールを送る 

サプライズ花火のうちあげを提案し 

8 月 8 日午後 8時に場所は告げない 

シークレット花火の打ち上げを 

行った。 

 

 

◆成果と課題 

・令和 2 年度は、コロナで始まりコロナで終わるといった感じで、各事業の殆どが感染拡大

防止の観点から中止せざるを得ない状態になってしまった事は、残念でならないが、 

 それでも各部会や各種団体の役員・理事の方々で、知恵を絞って出来る事をやっていただ

けたのが、今年の大きな成果だと感じています。 

成果 

⑴安心安全のまちづくり事業 

・本年度は、防災安全部会としての活動はコロナウイルスの影響で出来なかった。 

・桐原消防分団は、サプライズ花火の警戒とコミセンでの消火訓練・資機材点検・火事の出

動となった。 

 ・交通安全協会桐原支部もコロナウイルスの影響で活動を制限されたが、6月以降通常の 

  活動が出来て、8月のサプライズ花火の警備・学校関係の運動会での交通整理等の活動   

  を行う事が出来た。 

 

⑵健康福祉のまちづくり事業 

・スポーツ事業は、感染対策が出来る事業に絞って行うことが出来た。 

・ふれあいサロンは、感染対策を取って実施して頂いた自治会があったのは、コロナ禍での



孤立を防ぎ隣人との繋がりと絆を深める事が出来た。 

・子ども食堂は、3 密対策のために、おにぎり弁当を作って今年度は無料配布に切り替えて

実施をした。 

・給食サービスは、コロナ感染拡大防止の観点から休止をしていたが、お弁当を楽しみに待

っている方が沢山おられるので、対策を取ったうえで 10月より再開できた。 

⑶環境のまちづくり事業 

・月 2回の環境パトロールは、４・5月を除き各自治会環境委員の協力で実施が出来た。 

⑷次世代を育むまちづくり事業 

・親子プレイステーションは、コロナウイルス感染拡大防止の観点から 4・５月は中止にな

り 6月再開も参加者は無かったが、7月以降参加者が徐々に増えてきた。 

・青少年学区民会議の事業もコロナウイルス感染の影響を受けて各種事業を中止にしたが、

ヨシ灯り作りや挨拶運動・小学校での防災教室支援等を実施することが出来た。 

⑸ふるさと文化育成事業 

・３,０００人近くの人が集まる文化祭が、コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止にな

り、生涯学習事業も 12月のクリスマスリース作り以外はすべて中止となったが、１つの講

座だけでも開催出来たのは、良かった。 

⑹人権のまちづくり事業 

・住みよいまちづくり推進講座がコロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となり地域懇

談会開催自治会の数も減ったが、人権推進部会の役員で、コロナ差別対策になにか役立つ

ものを作りたいとの考えで、啓発用のぼり旗の標語を考え作成出来た事は大変良かった。 

⑺コミュニティ活動推進事業 

・省エネ・脱 CO2 の 2 年目の事業展開がコロナウイルス感染の影響で取組時期が遅れたが生

ゴミ堆肥化の段ボールコンポストの実践活動が出来た。 

また、学区民アンケートの実施結果で関心の高かった災害問題と環境問題とが如何にかか

わっているかをテーマにシンポジウムを開催できたのは、令和 3 年度への弾みがついた感

じがする。 

  八幡西中学と八幡高校の生徒対象に、省エネ・脱 CO2 啓発のぼり旗デザインを募集して制

作、生徒達にも環境問題へのアピールができ 31 自治会にのぼり旗配布を行って取組の促

進を行う事が出来た。 

 ・青色パトロールは、巡回をして頂く方々に子供たちを守る、地域を見守るという意識が高

まってきたという感じを受けた。 

課題 

・各事業全般に言えることだが、次年度は、コロナウイルスの影響で、すべてを中止にする 

のではなくどうしたら各種事業が開催できるのか、別の事業を組み入れて展開するかを 

模索していくことが必要であり重要。 

・何処の学区も役員の高齢化が進み次世代へのバトンタッチに悩まれていると聞いている 

が、近江八幡市最大の学区規模である桐原学区も例外ではなく、同じ人が幾つもの団体に 

所属をして活動をして頂いているのが現状なので、如何に世代交代を進めていくかが喫 

緊の課題といえる。 

・今まで行ってきた各種事業の内容や規模の見直しを行っていく時期になっている。 

・現在のまちづくり協議会の活動や事業内容を考えると組織改革や組織編制を見直す時期       

 になってきている。 

 

 

 

     


